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※長持ち
公民館
戻り

数
え
で
７
年
に

一
度
と
な
る
、
神
田
千
鹿
頭
神
社
の
御
柱
大
祭
。
令

和
最
初
の
御
柱
は
ヨ
ロ
ナ
禍
と
い
う
困
難
に
見
舞
わ
れ
、
異
例
尽
く
し

の
中
で
行
事
が
進
め
ら
れ
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
迎
え
る
５
月
３
日
、

御
柱
大
祭
最
大
の
見
せ
場

「建
立
祭
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
何
よ
り
も

「曳
き
子
」
の
皆
さ
ん
の
お
力
と
絆
が

一
番
の
頼
り

で
す
。
是
非
、
ご
家
族
ご
友
人
と
、
御
柱
建
立
祭
に
ご
参
加
下
さ
い
―

さ
て
本
題
で
す
が
、
御
柱
建
立
祭
の
前
日
の
５
月
２
日

（火
）
、
木

遣
長
持
ち
保
存
会
に
よ
る

「長
持
ち
行
列
」
が
巡
行
し
、
御
柱
建
立
祭

を
更
に
盛
り
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
皆
さ
ん
お
待
ち
か
ね
、

コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
自
粛
が
続
い
て
い
た
小
中
学
生
に
よ
る

「子
ど
も
長
持
ち
」
が
３

年
振
り
に
復
活
し
ま
す
！

息
の
合
っ
た
杖
と
、
巧
み
な
足

さ
ば
き
、
響
く
歌
声
は
伝
統
と
努

力
の
結
晶
。
子
ど
も
た
ち
も
こ
の

雄
姿
を
見
て
欲
し
い
と
、　
一
生
懸

命
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
吹
き
飛
ば
す
勢
い

で
歌
い
練
り
歩
く
、
神
田
の
伝
統

芸
能

「長
持
ち
行
列
」
。
皆
様
に

見
て
頂
け
る
事
が
何
よ
り
の
励
み

で
す
の
で
、
今
年
も
大
き
な
声
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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成
中

グ
ラ
ン
ド

文
中心に

本遺りや長持ち等の伝統芸能

後世に経承する団体です

地域活動に興味のある方は

下記の練習時間に公民館へ !
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！
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【神田町会の皆様へ】
・御柱祭前日の特別巡行につき、神田「東エリア」を中心に 2班に別れて時短巡行します
。コロナ規制緩和に伴い、巡行中の 陽護饗恒乃屹■量囲迦魔目劉駐』致します

(長持ち行列は過酷な長旅 !?子どもたちや保存会員へのご理解とご支援をお願いします)

・長持ち行列中はマスク着用推奨にて巡行致します
。順隠や時間は目安です 当日の状況により変更する場合がありますのでご3承下さい

【初めて見る方へ～長持ち行列つて何 ?】
。長持ちと呼ばれる箱を担ぎながら祝歌を唄い、皆様の健康と繁栄を祈念する千鹿頭神社の祭事
伝統行事として長い歴史があり、訪問時に皆様からのご厚構 (ご祝儀等)を頂戴してあります

鼈

来

老若男女!

新規参加
く

歓迎!

大好き

口 (人 )

,頃路・時間
２
ち

月
持

５
長

1

‐

1 □

“

う
‐

導


